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　先月、町内の各神社で秋祭りが行われました。
獅子舞や参道を練り歩く御神

み こ し

輿に訪れた人たち
から大きな歓声が上がり、大変にぎわっていま
した。 　　　【10 月 19 日・十三神社神幸祭より】
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税を考える週間
11月11日～17日

　税の仕組みや目的など、皆さまにより税への理解を
深めていただくため、次のとおりの催しを行いますの
で、お気軽にお立ち寄りください。

紀美野町農林商工まつりへの参加日時
日 時 　 11月16日（日）
場 所 　 木の温もり広場
内 容 　 海南納税協会青年部会が税金コーナー

を設けてのＰＲ
問い合わせ
　

海南税務署
（℡４８２―０９００）

　

平
成
20
年
第
３
回
紀
美
野
町

議
会
定
例
会
は
、
９
月
11
日
に

招
集
さ
れ
、
25
日
ま
で
の
15
日

間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
20
年
度
各

会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

の
制
定
及
び
改
正
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
な
ど
案
件
29
件
が
上

程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
19
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
一
般
会
計
な
ど
10
件
の
平

成
19
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て

は
、
特
別
委
員
会
に
付
託
を
し
、

12
月
定
例
会
ま
で
審
査
さ
れ
ま

す
。

議  

案
条
例
の
制
定

□
紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く

り
応
援
寄
附
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く

り
応
援
基
金
設
置
、
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
合
併
振
興
基
金
条
例

に
つ
い
て

条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
町
道
谷
線
道
路
改
良
工
事　

（
第
１
工
区
）

　

契
約
金
額

（
１
億
１
，４
９
８
万
５
千
５
百
円
）

そ
の
他

□
紀
美
野
町
土
地
開
発
公
社
定
款

の
一
部
を
改
正
す
る
定
款
に
つ

い
て

□
紀
美
野
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ

い
て

※
平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算

は
、
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

10
月
29
日
長
野
県
長
野
県
民
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
50
回

全
国
社
会
教
育
研
究
大
会
」
に
お

い
て
、
橋
戸
氏
は
社
会
教
育
委
員

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
紀
美
野
町

及
び
和
歌
山
県
の
社
会
教
育
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し

「
平
成
20
年
度
全
国
社
会
教
育
委

員
連
合
表
彰
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

氏
は
、
平
成
８
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
に
町
社
会
教
育
委

員
長
、海
草
地
方
理
事
、県
理
事
、

県
社
会
教
育
委
員
と
し
て
町
内

外
で「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」「
社

会
教
育
、
生
涯
学
習
の
機
会
づ

く
り
」「
人
権
教
育
の
推
進
」「
住

民
参
加
活
動
の
支
援
」「
地
域
に

根
ざ
し
た
住
民
主
体
の
活
動
の

支
援
」
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
賞
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　般　会　計 375,704 7,540,780 

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 1,920 1,456,796 
国民健康保険診療所事業特別会計 0 113,970 
老人保健事業特別会計 6,578 196,159 
後期高齢者医療特別会計 25 328,008 
介護保険事業特別会計 14,733 1,411,964 
のかみふれあい公園運営事業特別会計 10,610 61,244 
野上簡易水道事業特別会計 18,367 308,475 
美里簡易水道事業特別会計 7,836 118,009 

企　業　会　計　　　　　  　　　　　　　
公営
企業 上水道事業会計 (収益的収支 ) 0 125,598 

（単位：千円）

・五色台広域施設組合建設負担金 59,547 
・町道鎌滝上ヶ井線視距改良工事 40,000 
・みさと天文台自然観測デッキ整備工事 8,840 
・合併振興基金積立金 100,000 
・ふるさとまちづくり応援基金積立金 100 

（単位：千円）

議
会
だ
よ
り

平
成
20
年
度

　

全
国
社
会
教
育
委
員
連
合
表
彰
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
戸
常
年
氏
（
小
畑
）

第
３
回
定
例
議
会

『愛の手で築こう明るいよい社会』
　　　愛の協賛金運動にご協力いただきまして
　　　　　　　　　　　　　　ありがとうございました

　今年も地域のみなさま方のお陰で、【470,031円】
という多額の浄財をいただきまして、厚くお礼申し上
げます。
　この募金は
　　＊地域の非行防止の環境浄化と啓発
　　＊更生保護施設に入っている恵まれない人への激

励、援助活動
　　＊矯正保護施設で社会復帰のために教育を受けて

いる人たちの更生を助けるための援助活動など
に有効に使わせていただきます。

　　その他
　　＊町内小学校新１年生に防犯ブザーを毎年プレゼ

ントしています。
　　＊町内各公民館、小・中学校のプランターに四季

折々の花を植えています。
　地域の住民やこども達と共に歩んでいく更生保護女
性会を今後ともご支援よろしくお願い致します。
　皆様の温かいお心に感謝し、紙上をお借りしてお礼
を申し上げます。
　ありがとうございました。
　　　　　　（紀美野町更生保護女性会　会員６６名）
　　　　　　　　　　　　　 会長　新谷垣内　悦子

平成２０年度　補正予算

一般会計補正予算の主な内訳
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役
場
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
紹
介

 　

10
月
か
ら
紀
美
野
町
消
防
署
警
防
第
３

課
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４

月
か
ら
半
年
間
消
防
学
校
で
学
ん
で
き
た

こ
と
を
基
礎
に
町
民
の
皆
様
の
生
命
財
産

を
保
護
し
、
安
心
安
全
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
10
月
か
ら
診
療
所
の

看
護
師
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
１
日
も

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
町
民
の
皆
様
の
お
役

に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す
！

消防署

濵田裕樹
（4月1日採用）

住民課
（国吉診療所兼長谷毛原診療所）

榎本友希
（10月1日採用）

　

紀
美
野
町
で
は
、
10
月
１
日
付
け
で
町

職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
し
た
。（　

）
内
は
旧
職
。

【
係
長
級
】 

 
 

 

　

住
民
課
係
長

　

竹
本
芳
樹
（
総
務
課
係
長
）

【
新
規
採
用
】 

 
 

　
（
平
成
20
年
10
月
１
日
付
け
）

　

住
民
課
主
事　

国
吉
診
療
所
（
兼
長
谷

毛
原
診
療
所
）
榎
本
友
希

消
防
職
員

消
防
本
部

【
課
長
級
】

　

警
防
課
企
画
員

　

末
永
智
章
（
消
防
署
副
署
長
兼
警
防

第
１
課
長
）

消
防
署  

 
 

 

【
課
長
級
】 

 
 

 

　

副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長

　

村
木
一
博
（
副
署
長
兼
警
防
第
３
課

長
）  

 
 

　

副
署
長
兼
警
防
第
３
課
長 

　

横
出
浩
一
（
警
防
第
１
課
課
長
補
佐
） 

【
課
長
補
佐
級
】

　

警
防
第
１
課
長
補
佐

　

中
島
克
浩
（
警
防
第
１
課
係
長
）

【
係
長
級
】 

 
 

 

　

警
防
第
１
課
係
長

　

柏
原
孝
啓
（
警
防
第
３
課
調
査
係
長
） 

【
主
査
級
】

　

警
防
第
３
課
主
査

　

池
根
修
弘
（
警
防
第
１
課
主
査
）

　

警
防
第
１
課
予
防
主
査

　

丸
尾
浩
司
（
警
防
第
３
課
予
防
主
査
）

【
副
主
査
級
】 

 
 

 

　

警
防
第
１
課
副
主
査

　

堂
西
一
男
（
警
防
第
３
課
副
主
査
）

　

警
防
第
３
課
予
防
副
主
査

　

中
家
拓
哉
（
警
防
第
１
課
予
防
副
主

査
）

【
課
員
】  

 
 

　

警
防
第
３
課

　

濵
田
裕
樹
（
消
防
本
部
付
）

【
退
職
】  

 
 

　
　

　
（
平
成
20
年
９
月
30
日
付
け
） 

 

　

極
田
幸
代
（
住
民
課
係
長
） 

　

10
月
19
日
、
町
民
一
斉
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
紀
美
野
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
が
提
唱
し
、
毎
年
５
月
と
10
月

の
第
３
日
曜
日
に
町
内
全
域
で
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
当
日
は
各
地
域
で
早
朝

よ
り
多
く
の
方
々
が
道
路
脇
や
側
溝
の
清

掃
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
を

拾
い
集
め
、
大
変
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
美
し
い

ま
ち
を
め
ざ
し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

町
職
員
の
人
事
異
動

ま
ち
を
き
れ
い
に

町
民
一
斉
清
掃
を
実
施道路脇の草刈りや清掃をする住民の皆さん（希望ヶ丘地区で）

役場駐車場に集められた多くのゴミ
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『第３回紀美野町農林商工まつり』＆『第７回美里柿の市』
合同開催について

【開催内容】
◎日時    　平成２０年１１月１６日（日）９時００分～
◎場所    　紀美野町文化センター・木の温もり広場
◎主催    　紀美野町農林商工まつり実行委員会，美里柿の市イベント委員会
◎催事　　・開会セレモニー（表彰式他　９時００分からの予定です。）
　　　　　・農産品展示品評会及び公開予約入札
　　　　　・柿のPR販売・水野れいかミニコンサート・各種団体催しコーナー
　　　　　・餅投げ（１５時００分からの予定です。）

【無料送迎バス時刻表】１１月１６日（日）だけ運行します。
　バス停は、紀美野ふれあいバスのバス停となります。
　《厚生病院～曲谷～役場本庁～登山口～福田～美里中学校～文化センター》

番号 停　留　所 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り 上り 下り

1 厚生病院 8:00 9:11 9:20 10:31 10:40 12:31 12:40 13:51 14:00 15:11

上
り
回
送

16:11

2 西出 8:02 9:09 9:22 10:29 10:42 12:29 12:42 13:49 14:02 15:09 16:09

3 紀伊野上 8:04 9:07 9:24 10:27 10:44 12:27 12:44 13:47 14:04 15:07 16:07

4 曲谷 8:06 9:05 9:26 10:25 10:46 12:25 12:46 13:45 14:06 15:05 16:05

5 役場本庁 8:08 9:03 9:28 10:23 10:48 12:23 12:48 13:43 14:08 15:03 16:03

6 動木 8:10 9:01 9:30 10:21 10:50 12:21 12:50 13:41 14:10 15:01 16:01

7 野上農協前 8:11 9:00 9:31 10:20 10:51 12:20 12:51 13:40 14:11 15:00 16:00

8 下佐々 8:12 8:59 9:32 10:19 10:52 12:19 12:52 13:39 14:12 14:59 15:59

9 くすのき公園 8:13 8:58 9:33 10:18 10:53 12:18 12:53 13:38 14:13 14:58 15:58

10 登山口 8:15 8:56 9:35 10:16 10:55 12:16 12:55 13:36 14:15 14:56 15:56

11 吉野 8:18 8:53 9:38 10:13 10:58 12:13 12:58 13:33 14:18 14:53 15:53

12 大木 8:19 8:52 9:39 10:12 10:59 12:12 12:59 13:32 14:19 14:52 15:52

13 落合 8:20 8:51 9:40 10:11 11:00 12:11 13:00 13:31 14:20 14:51 15:51

14 愛宕下 8:21 8:50 9:41 10:10 11:01 12:10 13:01 13:30 14:21 14:50 15:50

15 福田 8:22 8:49 9:42 10:09 11:02 12:09 13:02 13:29 14:22 14:49 15:49

16 美里中学校 8:25 8:46 9:45 10:06 11:05 12:06 13:05 13:26 14:25 14:46 15:46

17 下神野 8:27 8:44 9:47 10:04 11:07 12:04 13:07 13:24 14:27 14:44 15:44

18 市場 8:28 8:43 9:48 10:03 11:08 12:03 13:08 13:23 14:28 14:43 15:43

19 文化センター 8:31 8:40 9:51 10:00 11:11 12:00 13:11 13:20 14:31 14:40 15:40

【お問い合わせ先】紀美野町役場産業課　TEL ０７３－４８９－５９０１

紀美野町まちづくり推進協議会 きみのふるさと推奨品の募集！！

申し込み方法 紀美野町産業課または美里支所産業建設室に備え付けの申請書にて申請してください。
（後日、申し込み商品の見本を提出していただきます。）

受 付 期 間 平成２１年１月１５日から同年２月１３日まで
（月曜日～金曜日の８：３０から１７：３０までの時間帯、但し祝日は除く）

提　 出　 先 紀美野町産業課または美里支所産業建設室

メ リ ッ ト 推奨品と認定された商品には、協議会指定の証標を表示することができます。
また、協議会ホームページやパンフレットにてＰＲを行なえます。

問 合 せ 先 詳細等のお問合せについては、紀美野町まちづくり推進協議会事務局（役場本庁産業課内）
ＴＥＬ４８９－５９０１または美里支所産業建設室ＴＥＬ４９５－３４６２までお尋ねください。

【きみのふるさと推奨品とは】
　紀美野町まちづくり推進協議会では、町内で加工製造された産品を、『きみのふるさと推奨品』として認定し、
その商品の普及と需要拡大を目指しＰＲするものです。
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９
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
、下
佐
々

地
区
自
主
防
災
組
織
（
根
来 

平 

会
長
）
に

よ
る
防
災
訓
練
が
野
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
、
住
民
ら
１
５
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
訓

練
を
は
じ
め
、
消
火
器
使
用
訓
練
、
地
元
消

防
団
の
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
消
火
栓
使
用

訓
練
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
災
害
に
対

す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

根
来
会
長
は
、「
東
南
海
・
南
海
地
震
が

い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況
の

中
、
い
ろ
い
ろ
な
訓
練
を
体
験
し
て
、
防
災

意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込
は
、
役
場
総

務
課
【
℡
４
８
９―

５
９
１
２
】
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

９
月
21
日
、
動
木
支
部
で
は
11
月
か
ら
始

ま
る
人
権
週
間
を
前
に
、
今
年
は
「
防
災
意

識
を
高
め
よ
う
」
と
、
人
権
委
員
会
研
修
と

し
て
白
浜
空
港
内
の
和
歌
山
県
防
災
セ
ン

タ
ー
と
広
川
町
の
稲
む
ら
の
火
の
館
の
２
カ

所
を
見
学
し
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
15
名
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で

は
、
職
員
か
ら
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
仕
様
や
機

能
、
活
動
範
囲
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

研
修
室
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
自
然
災
害

の
救
援
活
動
や
救
急
患
者
搬
送
な
ど
の
生
々

し
い
活
動
の
ビ
デ
オ
を
見
て
、
職
員
と
の
質

疑
応
答
な
ど
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
む
ら
の
火
の
館
で
は
、
各
ゾ
ー

ン
の
展
示
閲
覧
と
３
Ｄ
津
波
映
像
シ
ア
タ
ー

で
迫
力
の
あ
る
津
波
の
威
力
と
恐
ろ
し
さ
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
浜
口
梧
陵
が
自
費
で
築
い
た
堤

防
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
、
第
５
回
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

大
学
が
、
紀
美
野
町
役
場
会
議
室
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

最
後
と
な
る
講
義
は
、
県
警
安
全
教
育
班

「
ひ
ま
わ
り
」
の
ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
、

歌
あ
り
、
運
動
あ
り
、
笑
い
あ
り
と
楽
し
い

講
義
と
な
り
、
受
講
者
11
名
は
全
て
の
課
程

を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
は
、
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
学

長
の
寺
本
町
長
か
ら
修
了
証
書
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
は
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
開
校
し
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
お
け
る
閉
校
ま

で
５
回
の
講
義
を
実
施
し
、
交
通
安
全
に
関

す
る
知
識
と
技
能
を
マ
ス
タ
ー
し
た
、
交
通

社
会
に
適
応
で
き
る
高
齢
者
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
!!

　
　

防
災
訓
練
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　

下
佐
々
地
区
自
主
防
災
組
織

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

和
歌
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー
他
を
見
学
!!

　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
委
員
会
動
木
支
部

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
が
閉
校

　

県
警
安
全
教
育
班
「
ひ
ま
わ
り
」
に
よ
る

　

講
義
を
実
施

消火栓を使って放水訓練をする参加者たち

修了証書と記念品を受け取る坂明雄さん

防災ヘリの前にて
（県防災センター /白浜町）
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★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

教室名 日　　時 場　　所
コアラ １１月１２日（水）９：３０～１１：３０ 自然体験世代交流センター（お散歩）
カンガルー １１月２６日（水）９：３０～１１：００ 総合福祉センター（プレイルーム）

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（電話　４８２－０６００）

11月の日程
■場　所：総合福祉センター 5日・12日・19日・26日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、支援センター　℡489-9711まで〉

○第一保育所：１１月　４日（火）・１８日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：１１月１０日（月）・１７日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：１１月　７日（金）・２１日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：１１月　５日（水）・１９日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：１１月１２日（水）・２６日（水）℡４９９－０１３１

◆料理教室のお知らせ◆
日時 １１月１８日（火）

９：３０～昼食終了まで

場所 総合福祉センター

内容 ヘルシー料理

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしく
お願いします。

※留守の場合は、
　第二保育所

海 南 保 健 所 だ よ り
事業名 対象・内容等 日　　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

１１月１１日（火）　　９：００～１１：００
１１月２５日（火）　　９：００～１１：００

エイズ検査 エイズの各種相談 １１月１１日（火）　　９：００～１１：００
１１月２５日（火）　　９：００～１１：００

検便 １１月１１日（火）　　９：００～１１：００
１１月２５日（火）　　９：００～１１：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

１１月　６日（木）　１４：００～
１１月１２日（水）　　９：００～　　　　　　　　　
１１月２０日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。

１１月１１日（火）　１０：００～１１：００
１１月２５日（火）　１０：００～１１：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００
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障がい者巡回相談のお知らせ
　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

☆歯に自信のある方募集☆
　紀美野町では、全国的にも展開されている８

ハチマルニイマル

０２０運動（８０歳になっても自分の歯を２０本以上残そう！という
運動）を実施しています。
　８０２０達成者は“健康で元気”と言われていますので、そんな方々が増えると、紀美野町はより一層元気な町
になりますね。
　そこで今回、下記に該当する方に、歯科優良者として表彰状を進呈させていただきますので、歯に自信のある方は、
ぜひお申し込み下さい。

《 対　　 象 》

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 11 月　4日（火） 美里支所　　　　　　 ９：３０～１２：００

総合福祉センター　 １３：３０～１６：００

　野上厚生病院内
　相談支援事業所
　℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

11 月 19 日（水） 美里支所　　　　　　 ９：３０～１２：００ 
総合福祉センター　 １３：３０～１６：００

　療育センターAOI
　℡ 483-0454

あおい

健康づくりコーナー

（平成２０年１１月１日現在）８０歳以上で、自分の歯が２０本以上残っている方で、歯に自信のある方。
（なお、昨年度までに表彰された方は対象外とします）

《申し込み方法》１１月１９日 (水 )までに、下記へ電話にてお申し込み下さい。

☆お申し込みいただいた方には、表彰審査のため、事前に調査させていただくことがあります。ご了承下さい。
～お申込み・お問合せはこちらへ～　保健福祉課　電話４８９－９９６０

「 電子証明書の取得はお早めに 」
　みなさま、電子証明書をご存知ですか？
　電子証明書は、住民が安心してインターネットを通じて国や地方の行政機関が行う電子申請・届出等の行政サービスを受けるために
利用するもので、個人向けの電子証明書は、地方公共団体による「公的個人認証サービス」にて発行されています。
　この電子証明書については、平成19年度税制改正で、取得促進を目的として、電子証明書を有する個人の電子申告に係る所得税額
の特別控除制度が創設されました。
　これは、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して平成20年分の所得税の確定申告書を申告期限（平成21年3月16日）
までに提出する際に、併せて本人の電子署名と電子証明書とを送信した場合には、所得税額から5,000円（その年分の所得税額を限度）
を控除できるというものです。
　この機会に電子証明書と ICカードリーダライタを取得して、ご利用されてはいかがですか？
　なお、確定申告時期が近づくと、市区町村の窓口が混み合う場合がありますので、電子証明書の取得はお早めにお願いします。

■詳細な情報については、次のホームページをご覧ください。
【住基カード】http://www.soumu.go.jp/c-gyousei/daityo/juki_card.html
【電子証明書（公的個人認証サービス）】http://www.jpki.go.jp/index.html
【IC カードリーダライタ】http://www.jpki-rw.jp/
【e-Tax（国税電子申告・納税システム）】http://www.e-tax.nta.go.jp/

■利用者クライアントソフトCD-ROMの配布について
　電子証明書の交付時に窓口において配布しておりました、「利用者クライアン
トソフトCD-ROM」の配布を終了させていただきます。
　今後は公的個人認証サービスポータルサイト (http://www.jpki.go.jp) から、
利用者クライアントソフトをダウンロードして入手していただくことになりま
す。なお、以前配布させていただいた利用者クライアントソフトCD-ROMは
引続きお使いいただけます。

【問い合わせ】　住民課受付　０７３－４８９－５９２０

■電子証明書の取得
住民票のある市区町村の窓口で住民基本台帳カー
ド（住基カード）を入手し、申請書等を提出して
取得できます。（発行手数料として、住基カードは
500円、電子証明書は500円が必要）有効期間
は３年間です。
※住基カードは申請後出来上がるまで、約２週間
程度かかります。住基カードの有効期限は10
年間です。

■ ICカードリーダライタの入手
家電量販店やインターネット販売で購入できます。
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９
月
の
紀
美
野
町
税
条
例
改
正

で
、
紀
美
野
町
独
自
の
選
定
に
よ

る
、
町
民
税
の
寄
附
金
控
除
の
対
象

法
人
等
を
指
定
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
平
成
21
年
度
の
個
人
町
民
税
よ

り
所
得
割
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
℡
４
８
９

―

５
９
０
５
）

　

現
在
の
と
こ
ろ
の
対
象
法
人　

１
．
町
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
く

社
会
福
祉
法
人

　

・
紀
美
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
生
石
会
（
ひ
か
り
作
業
所
）

　

・
清
和
会
（
美
里
園
）

２
．
県
内
に
主
た
る
事
務
所
を
置
く

　

更
生
保
護
法
人

　

・
端
正
会

『
空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

　

美
し
い
ふ
る
さ
と
』
を
守
る
た
め

　

現
在
、
紀
美
野
町
で
は
紀
美
野
町

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
を

募
っ
て
い
ま
す
。
紀
美
野
町
の
み
ど

り
豊
か
な
風
景
、
貴
志
川
水
系
の
清

流
、
空
一
面
に
広
が
る
満
天
の
星
空

な
ど
、
紀
美
野
町
の
自
然
は
、
住
民

誰
も
の
誇
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
暮
ら

す
人
々
、
訪
れ
る
人
々
に
う
る
お
い

と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
最
も
大
切
な

資
源
で
す
。

　

自
然
豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
守
り
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
皆
様
も
寄
附
を

通
じ
て
、
紀
美
野
町
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
紀
美
野
町
役
場
企

画
管
財
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
紀
美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
は
紀
美
野
町
応
援
サ
イ
ト
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
そ
ち
ら
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
企
画
管
財
課　

℡
０
７
３―
４
８
９―

５
９
１
３

　

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会
で

は
、
大
切
な
交
通
機
関
で
あ
る
鉄
道

の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
移
動
手
段
と
し
て
自

動
車
利
用
の
比
率
が
高
ま
る
中
、『
鉄

道
利
用
率
の
低
下
　
鉄
道
ダ
イ
ヤ
の

減
少
　
鉄
道
離
れ
』
と
い
う
悪
循
環

を
断
ち
切
り
、
誰
も
が
利
用
し
や
す

い
交
通
環
境
の
維
持
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

　

鉄
道
会
社
へ
も
利
便
性
の
向
上
に

つ
い
て
常
に
働
き
か
け
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
に
は
、
①
渋
滞
な
し
で
時

間
に
正
確　

②
安
全
性
が
高
い　

③

地
球
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
等
の

鉄
道
の
利
点
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

鉄
道
の
存
続
の
た
め
、
利
用
促
進
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
税
の

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

有害鳥獣捕獲の実施について
　紀美野町では、野生鳥獣による農作物や生活環境等への被害が増大しているため、有害鳥獣捕獲許可を出し、有害鳥獣捕獲事業を
実施しています。有害鳥獣捕獲許可は、鳥獣被害のための自衛策をとっても食い止められない場合に、最終手段として行政で実施で
きることと法律で定められており、農林家・施設管理者等からの被害報告に基づき、町長より許可を受けた捕獲員が、指定された鳥
獣を許可期間内に捕獲するもので、通常の狩猟とは別のものです。なお有害鳥獣捕獲時のわなや銃器の使用にあたっては、事故等の
おこらぬように細心の注意を払って実施することと捕獲員への周知を図っているところですが、地域住民の皆様におかれましても、
捕獲用のわな等には、十分に気をつけてください。

有害鳥獣捕獲許可等実施状況
【お問合せ先】紀美野町役場産業課　TEL　０７３－４８９－５９０１

紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ
く
り
応
援
寄
附
に
つ
い
て

紀
勢
本
線
の

　
　
　

利
用
促
進
に
つ
い
て

対象鳥獣 捕獲区域 捕　獲　期　間 捕獲方法 捕獲員

イノシシ 国吉鳥獣保護区
毛原宮鳥獣保護区 平成２０年１１月１日から平成２０年１１月２５日まで 銃器・檻・わな 紀美野町猟友会

アライグマ
（小獣類） 町内全域 平成２０年６月１日から平成２０年１２月３１日まで 檻 紀美野町猟友会

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます

～年金受給者のみなさまへ～
扶養親族等申告書は期限までに提出しましょう

日時　１１月２８日（金）　午前１０時　～　午後３時
場所　紀美野町役場・本庁　２階　会議室

　国民年金保険料は、納めた保険料の全額が社会保険料控除の対象
となり、税金の負担が軽減されます。年末調整や確定申告の際に、
社会保険料控除の適用を受けるためには、保険料を納めたことを証
明する書類を添付することが義務付けられています。
　１１月上旬に社会保険庁から、社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書が送付されますので、申告を行うまで大切に保管してくだ
さい。平成20年１月１日から平成20年９月３０日までの間に納
付された金額について証明しています。（平成20年１０月１日か
ら年末までの間に、その年初めて保険料を納付された方には、平成
21年２月に送付されます。）
　社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が１１月上旬に届かな
い・見当たらない場合は、下記にご連絡いただくことで交付するこ
とができます。
　◎控除証明書専用ダイヤル　０５７０－０７０－１１７
　　ＩＰ電話・ＰＨＳ向け電話番号　０３－６７４８－８８８２
　※時間帯によってはつながりにくいことがあります。
　　何度かお問い合わせ下さい。

　老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税法上、『雑所得』
として所得税がかかります。（障害年金・遺族年金は課税され
ません。）
　年金にかかる所得税の計算は、年金受給者の方から提出され
た『扶養親族等申告書』をもとに行いますので、各種控除を受
けるためにはこの申告書を提出しなければなりません。
　対象となる受給者の方には１１月上旬までに社会保険業務セ
ンターから申告書のハガキが送られてきますので、１２月の提
出期限までに必ず提出してください。

平成２１年分『扶養親族等申告書』が送付される方
６５歳未満 年金額が１０８万円以上
６５歳以上 年金額が１５８万円以上

☆申告書の提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税の
源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意くださ
い。
☆年金以外に所得がある方は確定申告が必要です。

＊年金相談のお知らせ＊

⇒
⇒
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　１２人を殺害し、約５，３００人を負傷させた地下鉄サリン
事件の発生から１３年が経過しました。
　平成１８ 年９月１５日、オウム真理教教祖である麻原彰晃
こと松本智津夫被告の死刑が確定しましたが、事件について
は最後まで真相を語っていません。
　真相解明のためには、警察庁指定特別手配被疑者である平
田信、高橋克也、菊地直子の発見・検挙が不可欠ですが、３
人は依然逃走中です。
　どんな小さな情報でも結構ですので、警察署、交番、駐在
所までご連絡ください。

菊 地 直 子
３６歳 159cmくらい

殺  人  ・ 同  未  遂

平 田　 信
４３歳183cmくらい

逮  捕  監  禁  致  死 
爆発物取締罰則違反

高 橋 克 也
５０歳173cmくらい

殺  人  ・ 同  未  遂 
逮  捕  監  禁  致  死

あれから13年・・・絶対！どこかに潜んでいる！！

依然逃走中！！
オウム真理教関係警察庁指定特別手配被疑者

スピーディーな融資！
【一日公庫】開催のご案内

紀美野町内での地上デジタル放送のお問い合わせは役場総務課まで

　紀美野町商工会では、日本政策金融公庫和歌山支店国民生
活事業との共催により、小規模事業者を対象に、下記のとお
り“一日公庫”を開催いたします。
　当日は、公庫から融資担当の職員が、紀美野町まで出張して、
その場で融資のご相談を承りますので、手続きの時間が短縮
され大変便利です。
　ご希望の方は、この機会にお申し込み下さい。お電話によ
るお申込みでも結構です。
　お気軽にご相談ください。

★申込方法
申込ご希望の方は、11月12日（水）までに当商工会
（本所・支所）へお申し込み下さい。
TELまたは FAXも可
（本所：TEL　489-3260・FAX　489-5627）
（支所：TEL　495-2188・FAX　495-3202）
融資のお申し込みを希望される方については、受付後、借
入申込書を配布いたします。
来所いただくか、ご希望により貴事業所を訪問させていた
だきます。

日　時：平成20年11月 19日（水）　10時～15時
会　場：紀美野町商工会館本所　2階　会議室
相談員：日本政策金融公庫和歌山支店国民生活事業　担当者

＊　融資制度のご案内　＊
普通貸付 企業活力強化貸付

ご融資額 4,800万円以内 7,200万円以内

ご返済期間
運転　 5年以内
設備　10年以内

15年以内

利率 2.45％
（平成20年9月10日現在）

1.75％
（平成20年9月10日現在）（注）

（注）＊利率は金融情勢により変動いたしますので、お借入金利（固定）
は、記載されている利率とは異なる場合がございます。
＊お使いみちや保証人等に応じて異なる利率が適用されることが
あります。

　小規模企業共済制度は、個人事業主または会社等の役員の
方が事業をやめられたり退職された場合に、生活の安定や事
業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておく国がつ
くった共済制度で、いわば「小規模企業の経営者のための退
職金制度」といえます。
　この制度の特徴は、掛金は全額所得控除。受け取る共済金
も退職所得扱い又は公的年金等の雑所得扱いとなります。
　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会・商工会議
所・青色申告会・金融機関の本支店の窓口で取扱いしていま
す。制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行っ
ています。
（共済相談室　℡　050-5541-7171
　URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html）

　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、経
営悪化の危機に直面してしまったときに資金を借入れること
ができる制度で、中小企業を守るために国がつくった共済制
度。無担保・無保証人で、積み立て掛金の10倍の範囲内（最
高３，２００万円）で被害額相当の共済金が借入れ可能。毎月
の掛金も税法上、必要経費または損金に算入できます。
　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会・商工会議
所・金融機関の本支店の窓口で取扱いしています。制度の運
営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行っています。
（共済相談室　℡　050-5541-7171　
　URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html）

あなたの情報が検挙に結びついた場合には、民間で組
織されたオウム真理教特別手配被疑者検挙のための懸
賞広告実行委員会から被疑者一人当たり２００万円の
懸賞金が支払われます。

「あれっ？似てるんちゃう？」と思ったら迷わず
最寄りの交番・駐在所・警察署・１１０番まで
ご連絡下さい。

海南警察署（０７３）４８２－０１１０

懸 賞 金 200万円

経営セーフティ共済
（中小企業倒産防止共済制度）のご案内

小規模企業共済制度のご案内

電話 073-489-5912 （受付時間　月～金　午前8時30分～午後5時30分）

※紀美野町では地上デジタル放送の対策をギャップフィラーで行うことになっています。

　全国各地で、地デジ対応テレビ・チューナーやアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。
　身におぼえのない工事や代金請求にはご注意ください。
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３
日
（
祝
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
出
張
天
文
教
室「
秋
の
星
空
案
内
」

１
日
（
土
）
〜
３
日
（
祝
）

午
前
９
時
30
分
〜
毎
時
00

分
、
30
分
開
始
（
１
回
各
回

約
15
分
、
各
回
先
着
20
名
）

内
容　

移
動
式
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
使
っ
た
星
空
案
内

　

文
化
祭
で
、
星
空
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
秋
の
澄
み
き
っ

た
夜
空
に
こ
っ
そ
り
隠
さ
れ

た
夢
と
ロ
マ
ン
を
ご
紹
介
し

山　
　

彦　
　
　

第
40
号

「
一
方
聞
い
て
沙
汰
す
る
な
」

ビ
リ
ー
・
バ
ン
バ
ン
in
紀
美
野
コ
ン
サ
ー
ト

　

毎
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
、
今
年
も

あ
と
二
枚
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
の

中
旬
と
も
な
れ
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
木
枯

ら
し
一
号
が
吹
く
頃
。
季
節
の
移
り

変
わ
り
が
早
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
時
代
小
説

で
主
人
公
の
武
士
が
、
私
腹
を
肥
や

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
家
老
を
討

ち
倒
す
よ
う
命
令
さ
れ
た
も
の
の
、

そ
の
家
老
の
す
ば
ら
し
い
人
柄
と

仕
事
ぶ
り
を
他
の
人
か
ら
聞
く
う
ち

に
、
結
局
家
老
を
討
て
な
か
っ
た
と

い
う
短
編
が
あ
り
ま
す
。
物
事
を
一

方
か
ら
見
な
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視

点
か
ら
良
い
点
と
欠
点
を
見
極
め
て

い
か
な
け
れ
ば
、
最
悪
の
結
果
を
招

き
ま
す
。
こ
の
小
説
は
そ
う
い
う
意

味
の
、良
い
教
科
書
で
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て

い
な
い
と
、
人
の
意
見
に
ふ
り
ま
わ

さ
れ
て
い
て
は
、
自
分
の
生
き
方
も

定
ま
ら
ず
、
落
ち
着
か
な
い
の
で
は

と
、
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
る
秋
の
空
を
眺

め
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

11
月
１
日
（
土
）
〜
３
日
（
祝
）

■
展
示
会

１
日
（
土
）
〜
３
日
（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
た
だ
し
、
３
日
（
祝
）
は

午
後
４
時
ま
で
）

中
央
公
民
館

絵
画
・
生
花
・
書
・
写
真
・

手
芸
・
パ
ソ
コ
ン　

他

文
化
セ
ン
タ
ー

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
作
品

■
児
童
生
徒
発
表（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

１
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
芸
能
大
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

２
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
茶
席
（
中
央
公
民
館
）

１
日
（
土
）
〜
３
日
（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
読
み
聞
か
せ
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

１
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

■
町
民
大
学
講
座（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

第
３
回
紀
美
野
町
文
化
祭

ま
す
。
ご
家
族
で
ど
う
ぞ
！

★
み
さ
と
天
文
台
友
の
会
も
こ

の
一
年
の
活
動
を
報
告
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
９
時
30
分

11
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
展
示
会

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー
ル
ペ
イ

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

ン
ト
、
手
編
み
、
絵
手
紙
、

ち
ぎ
り
絵
、
パ
ソ
コ
ン
、
毛

筆
、
生
け
花
、
園
児
・
児

童
作
品
、
一
般
作
品

■
サ
ー
ク
ル
発
表

11
月
15
日
（
土
）

茶
席
、
ナ
ツ
メ
ロ
、
料
理
、

お
は
な
し
会

■
一
般
作
品
募
集
中

申
込
み
は
11
月
10
日
ま
で

に
小
川
地
区
公
民
館
へ

■
お
問
合
せ

小
川
地
区
公
民
館

12
月
６
日
（
土
）

　
　

開
場　

午
後
２
時
３０
分

　
　

開
演　

午
後
３
時

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

３
，
０
０
０
円
（
当
日
３
，

５
０
０
円
）
前
売
り
券
完
売
の

場
合
は
当
日
券
な
し

※
未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー
、中
央
公
民
館
、

美
里
支
所
、
国
吉
・
長
谷
毛
原
・

真
国
出
張
所
、
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
、
イ
シ
イ
楽
器
店

（
イ
ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）

※
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開

館
、営
業
時
間
内
と
な
り
ま
す
。

■
主
催　

紀
美
野
町

　
　
　
　

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
お
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

芸
術
の
秋
・
紀
美
野
の
秋
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有
田
少
年
少
女
合
唱
団
「
テ
ィ

ン
ク
ル
」・
御
坊
少
年
少
女
合

唱
団
・
き
み
の
児
童
合
唱
団

11
月
23
日
（
祝
）

午
後
１
時
30
分
開
演（
１
時
開
場
）

文
化
セ
ン
タ
ー

　

県
内
の
合
唱
団
が
一
堂
に
会

す
る
演
奏
会
で
す
。
総
勢
約

３
０
０
名
の
合
唱
を
ぜ
ひ
観
に

来
て
く
だ
さ
い
。

【
参
加
団
体
】

和
歌
山
児
童
合
唱
団
・
と
ら
ふ

す
少
年
少
女
合
唱
団
・
海
南
児

童
合
唱
団
・
下
津
児
童
合
唱
団
・

図
書
館
だ
よ
り

第
35
回
和
歌
山
県
少
年
少
女

　

合
唱
団
合
同
演
奏
会

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・

文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）

で
、
放
課
後
を
楽
し
く
過
ご

そ
う
！

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

５
・
12
日　

落
ち
葉
や
木
の
実

で
工
作
し
よ
う

19
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
野
い
ち
ご
の
会
）

26
日　

オ
セ
ロ
・
将
棋
で
対
決
！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（
ほ
た
る
）

12
・
19
日　

落
ち
葉
や
木
の
実

で
工
作
し
よ
う

26
日　

オ
セ
ロ
・
将
棋
で
対
決
！

■
小
川
地
区
公
民
館

７
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

人
形
劇（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ

い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

■
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間

（
11
月
11
日
〜
12
月
10
日
）

■
同
和
運
動
推
進
月
間

（
11
月
１
日
〜
30
日
）

■
人
権
週
間

（
12
月
４
日
〜
10
日
）

　
「
人
権
」
と
は
、誰
も
が
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。
自
ら
の
権

利
を
知
り
、
一
人
ひ
と
り
の
意

識
の
問
題
に
と
ど
め
ず
、
社
会

に
広
め
共
通
の
課
題
と
し
て
多

く
の
人
と
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
本

町
で
は
、
11
月
を
中
心
に
各
地

域
で
人
権
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
偏
見
や
差
別
を
取
り
除

き
、
理
解
し
合
い
、
地
域
が
よ

り
住
み
良
く
な
る
よ
う
皆
様
方

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
育
て
講
演
会

「
と
も
に
楽
し
む
子
ど
も
の
本
」

11
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

中
央
公
民
館

講
師　

松
野
正
子
先
生

　
『
ふ
し
ぎ
な
た
け
の
こ
』『
こ

ぎ
つ
ね
コ
ン
と
こ
だ
ぬ
き
ポ
ン
』

な
ど
の
著
者
と
し
て
有
名
な
松

野
先
生
に
絵
本
な
ど
幼
年
文
学

の
楽
し
さ
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
不
要
）

お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

特
設
人
権
相
談
の
開
設

　

家
庭
や
職
場
等
で
人
権
に

関
し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
等
、

様
々
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
特

設
人
権
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
楽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

場
所　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
２
階

和
歌
山
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間　

10
時
〜
20
時

電
話
相
談　

０
１
２
０―

７
８
３―

５
０
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
５
日
（
水
）
午
後
３
時
〜

（
ほ
た
る
）

■
中
央
公
民
館

11
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

（
野
い
ち
ご
の
会
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】丸
畑
拓
視（
野
小
４
年
）

　

若
林
由
佳（
野
中
２
年
）

【
二
百
冊
】

　

中
部
屋
歩
未（
下
小
１
年
）

【
三
百
冊
】

　

住
田
詩
音（
下
小
２
年
）

【
四
百
冊
】

　

吉
見
侑
輔（
野
小
１
年
）

【
千
冊
】若
林
由
佳（
野
中
２
年
）

―

文
化
祭
期
間
中
の
図
書
室
の

開
館
に
つ
い
て―

■
中
央
公
民
館

１
・
２
日　

通
常
ど
お
り
開
館

３
日　

特
別
開
館

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
・
２
日　

通
常
ど
お
り
開
館

３
日　

休
館
日

―

人
権
コ
ー
ナ
ー
設
置―

　

紀
美
野
町
人
権
委
員
会
よ

り
人
権
に
関
す
る
本
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
11

月
中
旬
よ
り
、
中
央
公
民
館

図
書
室
に
て
特
集
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
目
薬
ａ
で
殺
菌
し
ま
す
」

森
博
嗣
・
著

■
「
地
の
日
天
の
海
」内

田
康
夫
・
著

■
「
千
本
雨
傘
」
澤
田
ふ
じ
子
・
著

■
「
星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

沼
澤
茂
美
・
著

■
「
悩
む
力
」　　
　

姜
尚
中
・
著

■
「
漢
字
の
し
く
み
」山

本
史
也
・
著

■
「
恋
す
る
落
語
」
稲
田
和
浩
・
著

■
「
ぼ
く
ら
の
奇
跡
の
七
日
間
」

宗
田
理
・
著

■
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」宮

崎
駿
・
著

■
「
じ
ゃ
ん
け
ん
ほ
か
ほ
か
ほ
っ
か

い
ど
う
」　　
　

長
野
ヒ
デ
子
・
著

■
「
こ
わ
れ
た
と
う
ふ
」下

村
昇
・
著他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
カ
ラ
ス
の
親
指
」
道
尾
秀
介
・
著

■
「
訣
別
の
森
」　

末
浦
広
海
・
著

■
「
告
白
」　　
　

湊
か
な
え
・
著

■
「
ス
ヌ
ス
ム
ム
リ
ク
の
恋
人
」

野
島
伸
司
・
著

■
「
世
界
は
い
っ
し
ょ
に
ま
わ
っ
て

る
」　　
　
　
　
　
　

池
上
彰
・
著

■
「
お
化
け
屋
敷
へ
よ
う
こ
そ
」

川
端
誠
・
著

■
「
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
、
き
つ
ね
さ

ん
！
」

カ
ト
リ
ー
ン
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
・
著

■
「
は
っ
き
よ
い
畑
場
所
」

か
が
く
い
ひ
ろ
し
・
著

■
「
ず
っ
と
受
け
た
か
っ
た
お
天
気

の
授
業
」　　
　
　

池
田
洋
人
・
著他

放
課
後
こ
ど
も
教
室
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十
一

続「
首
送
り
秘
話
」

　

こ
の
大
一
揆
の
詳
し
い
こ
と

は
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、

「
獄
門
」
と
は
斬
首
し
て
郷
里

で
「
さ
ら
し
首
」
に
す
る
と
い

う
極
刑
で
す
。
獄
門
判
決
を
受

け
た
八
人
の
身
元
は
い
ず
れ
も

庄
屋
ク
ラ
ス
の
お
百
姓
で
、
国

吉
が
三
人
、
神
野
が
四
人
、
真

国
が
一
人
、
つ
ま
り
、
高
野
寺

領
二
万
一
千
石
百
五
十
余
ケ
村

の
大
一
揆
を
指
導
し
た
の
は
全

員
わ
が
町
の
ご
先
祖
た
ち
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
但
し
弥

市
郎
以
外
は
取
調
べ
中
に
死
亡

し
、
実
際
首
を
打
た
れ
た
の
は

弥
市
郎
ひ
と
り
で
し
た
。

　

七
月
二
日
早
朝
処
刑
さ
れ
た

弥
市
郎
の
首
は
、
桶
に
入
れ
ら

れ
厳
重
に
封
印
さ
れ
て
即
日
江

戸
を
出
発
し
ま
す
。
付
き
添
い

は
幕
府
役
人
秋
津
友
蔵
氏
、
駕

篭
か
き
と
荷
持
ち
の
人
足
三
人

は
東
海
道
の
宿
場
間
の
リ
レ
ー

と
な
り
ま
す
。
桶
に
は
縦
三
十

セ
ン
チ
横
十
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の

木
札
が
付
け
ら
れ
「
高
野
山
学

侶
方
寺
領
紀
州
那
賀
郡
猿
川
庄

菅
沢
村
庄
屋　

弥
市
郎
首
」
と

書
か
れ
て
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

首
送
り
コ
ー
ス
は
事
前
に
決

め
ら
れ
、
各
宿
場
に
は
厳
重
な

警
備
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
大

阪
ま
で
は
東
海
道
、
そ
こ
か

ら
堺
を
経
て
十
九
日
紀
伊
見
峠

泊
、
橋
本
か
ら
紀
ノ
川
南
岸
の

高
野
寺
領
の
村
々
を
巡
回
西
下

し
て
安
楽
川
、
貴
志
、
志
賀
野

を
経
て
七
月
二
十
二
日
夜
は
神

野
市
場
泊
、
そ
し
て
翌
二
十
三

日
の
朝
弥
市
郎
の
首
は
郷
里
菅

沢
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。
後
任

庄
屋
の
甚
八
、
年
寄
佐
八
、百

姓
惣
代
弥
平
の
三
人
を
は
じ
め

多
数
の
村
人
が
、
変
わ
り
果
て

た
弥
市
郎
を
出
迎
え
、
高
野
街

道
沿
い
の
「
踏ふ
み

貫ぬ
き

」
と
い
う
場

所
に
首
置
き
台
を
作
っ
て
、
涙

な
が
ら
に
さ
ら
し
た
と
古
文
書

に
は
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
踏

貫
」
と
い
う
地
名
は
現
在
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
か
じ
か
荘
の

対
岸
付
近
に
「
獄
門
田
」
と
い

う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

･･･

後
日
談
・
・
任
務
を
終

え
そ
の
足
で
高
野
山
へ
登
っ
た

秋
津
友
蔵
氏
が
長
谷
宮
で
昼
飯

を
食
う
事
に
な
り
、
め
っ
た
に

な
い
幕
府
役
人
の
接
待
に
困
惑

し
た
旨
の
古
文
書
が
先
日
地
元

の
お
宮
さ
ん
か
ら
出
て
き
ま
し

た
が
、
又
い
ず
れ
・
・
。

（
町
誌
編
纂
室
・
森
下
記
）

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
は
、

中
央
公
民
館
講
座
か
ら
サ
ー
ク
ル

に
な
り
、
約
15
年
経
ち
ま
す
。
毎

月
第
２
・
４
金
曜
日
の
２
回
、
若

い
者
か
ら
年
配
者
ま
で
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
や
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
、
バ
ッ
グ
、
小
物
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
好
き
な
も
の
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　

思
う
よ
う
に
作
品
が
出
来
あ

が
っ
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
い
も

の
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
（
な
い
方
も
）

一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

１
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
文
化
祭

に
、
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル
』

第
３
回

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
月
21
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公

園
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

《
１
５
０
０
ｍ
》
親
子
ペ
ア

の
部　

小
学
１
年
〜
３
年

《
２
０
０
０
ｍ
》
小
学
４
年

〜
６
年
《
３
０
０
０
ｍ
》
中

学　

高
校
一
般
、
50
歳
以
上

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
ク
ォ
ー

タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
10･

55
㎞
）

高
校
〜
29
歳　

30
歳
〜
49

歳　

50
歳
以
上

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
８
㎞

■
参
加
費

　

小
中
高
校
生
１
，
０
０
０
円

　

一
般
・
親
子
ペ
ア
２
，５
０
０
円

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
300
円

■
申
込
期
間　

11
月
17
日
必
着

■
主
催　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ

ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
・

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教
育

委
員
会

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

10
月
13
日
（
祝
）、
紀
美
野

町
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
３
回
紀
美
野
町
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種
目
は

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
（
７
ホ
ー
ル
プ

第
３
回
紀
美
野
町

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
結
果

レ
ー
）
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
１
６
３
名
の
参
加
者
が
集

ま
り
、盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
】

◎
個
人
男
子
の
部　

優
勝

東　
　

宏　

 

（
ス
コ
ア
33
）

◎
個
人
男
子
の
部　

準
優
勝

萩　

圭
弘　

 

（
ス
コ
ア
35
）

◎
個
人
女
子
の
部　

優
勝

中　

時
子　

 

（
ス
コ
ア
34
）

◎
個
人
女
子
の
部　

準
優
勝

東
田　

巳
代 

（
ス
コ
ア
37
）

◎
団
体
男
子
の
部　

優
勝

前
中
チ
ー
ム
（
前
中
徹
哉
・

中
谷
信
雄
・
前
田
繁
弘　

合
計
ス
コ
ア
１
１
８
）

◎
団
体
男
子
の
部　

準
優
勝

毛
原
Ｂ
チ
ー
ム
（
東
中
宏

輔
・
中
岡
豪
千
・
弓
庭
武

彦　

合
計
ス
コ
ア
１
２
４
）

◎
団
体
女
子
の
部　

優
勝

硲
チ
ー
ム
（
硲
艶
子
・
中

時
子
・
折
口
君
代　

合
計

ス
コ
ア
１
２
４
）

◎
団
体
女
子
の
部　

準
優
勝

土
取
せ
っ
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム

（
木
村
ミ
ド
リ
・
中
谷
喜
代

子
・
土
取
節
子　

合
計
ス

コ
ア
１
４
２
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◎
優
勝　

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ツ

（
中
畑
秀
行
・
下
垣
内
真
司
・

後
藤
紀
彦
・
中
畑
充
代
・

的
場
佐
夜
子
・
桑
原
美
季
・

筒
井
い
ず
み
）

◎
準
優
勝　

ア
ル
ポ
エ
ッ
ツ

（
岡
本
竜
也
・
岡
本
竜
二
・

稲
田
静
子
・
阪
口
結
希
）
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※
本
研
究
は
科
研
費
の
助
成
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。
（
番

号
１
９
５
０
０
７
４
２
）

写
真
注
釈
：
奇
岩
の
林
立
す
る

砂
丘
に
て
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

西
海
岸
ピ
ナ
ク
ル
ズ
）

　

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

が
登
場
し
、
様
々
な
C
G
映

像
が
投
影
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
星
空
を
投
影
し
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
？
最
高
の

星
空
を
求
め
て
、
行
っ
て
来

ま
し
た
。

　

僕
自
身
、
南
半
球
の
星
空
を

じ
っ
く
り
見
る
の
は
初
め
て

で
、
日
が
沈
む
と
天
の
川
が
、

一
番
星
に
負
け
な
い
く
ら
い
に

輝
き
出
す
の
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
る
で
煙
、
星
の
集
ま
り
だ
と

思
う
こ
と
さ
え
不
自
然
な
ほ
ど

で
す
。
銀
河
鉄
道
が
汽
車
で

あ
る
こ
と
を
、
妙
に
納
得
し

ま
し
た
。

　

一
週
間
の
出
張
で
す
が
、
移

動
時
間
を
差
し
引
く
と
観
測
は

４
晩
だ
け
。
一
晩
中
晴
れ
て
、

ひ
と
コ
マ
の
欠
損
も
無
く
朝
ま

で
撮
影
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
時
間
が
も
っ
た
い
な
い

の
で
パ
ン
と
チ
ー
ズ
と
ハ
ム
を

ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て
き
て
（
か

つ
て
の
貧
乏
旅
行
を
思
い
出
し

ま
す
ね
／
笑
）
調
整
の
合
間
に

口
に
放
り
込
み
ま
す
。
幸
い
１

晩
は
朝
ま
で
快
晴
と
な
り
、
素

敵
な
星
空
が
撮
れ
ま
し
た
！

お
見
せ
で
き
る
日
が
楽
し
み
で

す
。（
豊
増
伸
治
）

　

た
と
え
ば
、
季
節
に
あ
っ
た

作
物
を
み
ん
な
で
調
べ
、
育
て

た
い
も
の
を
自
分
た
ち
で
決
定

し
、
栽
培
方
法
に
つ
い
て
は
、

家
の
人
に
聞
い
た
り
本
で
調
べ

た
り
し
て
、
月
ご
と
の
世
話
の

仕
方
な
ど
が
一
目
で
分
か
る
よ

う
に
食
物
カ
レ
ン
ダ
ー
と
し
て

ま
と
め
、
栽
培
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、
給
食
の
食
材
や

調
理
な
ど
の
体
験
に
生
か
し
た

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に

関
す
る
関
心
も
一
層
高
ま
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

望
ま
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

は
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

が
家
庭
や
地
域
の
な
か
に
も
浸

透
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後
と

も
継
続
し
た
食
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、

『
望
ま
し
い
食
生
活
に
つ
い
て
、

自
ら
学
び
、
考
え
、
進
め
る
子

ど
も
の
育
成
』
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
食
育
に
つ
い
て
の
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や

集
会
活
動
な
ど
様
々
な
場
で
の

食
に
関
す
る
子
ど
も
た
ち
の
体

験
活
動
を
と
お
し
た
自
主
的
な

取
り
組
み
で
し
た
。

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

「
食
育
に
取
り
組
ん
で
」

紀
美
野
町
立
毛
原
小
学
校

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
撮
影
報
告

（
２
０
０
８
年
秋
）」

　

歌
の
小
道

役
終
へ
て
畦あ

ぜ

に
集
ま
る
案か

か

し

山
子
か
な　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

白し
ら
さ
ぎ鷺
の
一
本
足
を
洗
ふ
堰せ
き　

　
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
富
貴
子

紙
敷
き
て
栗
を
頂
く
老
二
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

長
生
き
も
自
慢
の
ひ
と
つ
秋
う
ら
ら　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

上
に
あ
る
も
の
は
下
ろ
さ
れ
台
風
裡り　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

優
し
さ
を
振
り
ま
い
て
ゐ
る
秋

あ
き
ざ
く
ら

桜　
　
　
　
　
　

松
山
亜
以
子

牧
草
の
ロ
ー
ル
の
上
を
雁か
り

渡
る　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

銃
眼
の
無
き
城
囲
み
稲は

さ
ぶ
す
ま

架
襖　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

室
町
の
曼ま

ん

だ

ら

荼
羅
図
掛
け
萩
の
寺　
　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

秋
は
き
て
友
と
の
絆
思
い
湧
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

蜘
蛛
の
巣
を
避よ

け
つ
払
い
つ
栗
拾
い　
　
　
　
　
　

阪
上
松
作

飛
び
た
ち
し
小
鳥
の
後
の
枝
ゆ
れ
て

　
　
　

花
び
ら
こ
ぼ
る
庭
の
さ
ざ
ん
花　
　
　
　

笹
田
美
代
子

峡
の
里
で
葉
月
一
月
休
み
と
る

　
　
　

弟
夫
婦
へ
の
夜
具
の
用
意
を　
　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

八
十
路
半
ば
で
大
島
紬
を
購か

う
母
は

　
　
　

百も
も
と
せ年
あ
ま
り
を
生
き
し
人
な
り　
　
　
　
　

河
野
昭
子

深
き
深
き
集
水
井
の
工
事
な
り

　
　
　

酸
欠
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
あ
り
け
る　
　
　

竹
本
セ
ツ
子

筋
力
の
ア
ッ
プ
を
目
指
す
我
の
午
後

　
　
　

ダ
ン
ベ
ル
体
操
今
日
で
三
度
目　
　
　
　
　

段
木
幸
代

秋
の
夜
の
靜し

じ

ま寂
を
破
る
虫
の
声

　
　
　

指
揮
者
も
な
き
に
そ
ろ
う
ハ
ー
モ
ニ
ー　
　

寺
岡
幸
子

よ
く
熟
れ
し
種
な
し
ぶ
ど
う
の
皮
弾
け

　
　
　

特
売
品
も
口
に
蕩と

ろ

け
る　
　
　
　
　
　
　
　

森
下
玉
子

供
花
に
と
丹
精
な
し
呉
れ
し
義お
と
う
と弟
よ

　
　
　

祖お
や

の
笑
顔
顕
つ
盆
の
供
養
に　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

大
花
火
弾
け
は
じ
け
て
ど
ど
ど
ん
と

　
　
　

谺
こ
だ
ま

の
返
る
紀
美
野
の
祭　
　
　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子
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■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の

約
９
割
を
占
め
、
そ
の
約
６
割

が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約
７

割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
で
、
よ
り

早
く
火
災
の
発
生
を
知
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
方
も
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
住
宅
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
が

必
要
で
す
！

申
し
込
み
期
限　

受
講
し
よ
う

と
す
る
月
の
前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

消
防
本
部
警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
20
年
12
月
７
日
（
日
曜
日
）

11
月
９
日
は

　
【
１
１
９
番
の
日
】
で
す

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る

時
季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防

運
動
が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日

（
日
）
か
ら
11
月
15
日
（
土
）

ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り
展
開

さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は

万
全
で
す
か
・
・
・
こ
の
機
会

に
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
と

な
る
「
火
」
に
対
す
る
警
火
心

の
高
揚
を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

去
る
９
月
９
日
か
ら
９
月
15

日
ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち

な
ん
で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救

急
医
療
業
務
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
と
共
に

救
急
医
療
関
係
者
及
び
職
員
の

士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
次
の
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

○
９
月
９
日
（
火
）
街
頭
啓
発

　
（
オ
ー
ク
ワ
紀
美
野
店
前
）

９月の消防の動き
●火災発生件数…１件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 30（　） （　） 30（　）
一 般 負 傷 ５（　） （　） ５（　）
交 通 事 故 ６（　） （　） ６（　）
そ の 他 ６（１） （　） ６（１）
合 計 47（１） （　） 47（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

平
成
２０
年
秋
季
全
国

　

火
災
予
防
運
動
実
施

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

消
防
法
及
び
市
町
村
条
例
を
改

正
し
全
国
一
律
に
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
設
置
す
る
の
？

　

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。

　

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が

就
寝
し
て
い
る
部
屋
と
寝
室
が

あ
る
階
の
階
段
部
分
で
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪

問
販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出

没
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
の
技
術
基
準
に
適
合

し
な
い
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

購
入
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑

定
品
に
は
、「
鑑
定
マ
ー
ク
」

が
付
い
て
い
ま
す
の
で
購
入
時

の
目
安
と
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部 

予
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
３
）

９月１０日（水）一日救急隊長
（野上厚生病院　内科　三角看護師）

９月１６日（火）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　西村医師）

１０月２日（木）ドクターカー運用
（野上厚生病院　外科　宮澤医師）

１０月３日（金）ドクターカー運用
（野上厚生病院　整形外科　保田医師）

　本年も秋季火災予防運動実施に伴い、下記のとおりサイ
レン吹鳴を行いますので、火災等とお間違えのないように
お願いします。

１．吹鳴日時　１１月９日（日）　午前７時００分
２．吹鳴方法　一斉（１分間）

　尚、海南市内においても１１月９日から１１月１５日ま
での毎晩午後９時にサイレン吹鳴を行いますので、火災等
と間違えないでください。

サイレン吹鳴についてサイレン吹鳴についてサイレン吹鳴について
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
１日（土）
　〃　　

９:00 ～
9:30 ～

文化祭　展示　児童生徒発表会
出張天文教室【～３日（祝）】

文化センター･中央公民館
文化センター

生涯学習課
みさと天文台

489-5915
498-0305

２日（日）

〃　　

8:30 ～

９:00 ～

紀美野町スポーツ少年団交流大会【～３日（祝）】
兼野上招待サッカー大会
文化祭　展示　芸能大会

総合運動場人工芝グラウンド

文化センター･中央公民館

生涯学習課
　　
生涯学習課

489-5915
　　
489-5915

３日（祝） ９:00 ～ 文化祭　展示　町民大学講座 文化センター･中央公民館 生涯学習課 489-5915
５日（水）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【９日（日）・２３日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
９日（日） ９:00 ～ パークゴルフ大会「秋」 のかみふれあい公園 生涯学習課 489-5915

10日（月） 移動町長室【17日（月）】 美里支所
総務課
総務・税務室

489-5912
495-3471

15日（土） ９:00 ～ 小川地区公民館作品展示会【～１６日（日）】小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511
16日（日） ９:00 ～ 第３回紀美野町農林商工まつり＆美里柿の市 文化センター 産業課 489-5901

19日（水）17:30 ～ 役場窓口業務時間延長【～２０：００】 役場本庁・美里支所
住民課
住民・福祉室

489-5903
495-3463

20日（木）13:30 ～ たんぽぽふれあい学級「子育て講演会」 中央公民館 生涯学習課 489-5915
21日（金） ８:30 ～ ねんりんピックパークゴルフ大会 のかみふれあい公園 生涯学習課 489-5915
23日（祝）
　〃　　
　〃　　

８:20 ～
９:00 ～
13:30 ～

秋のふれあいハイキング
県ゲートゴルフ協会会長杯争奪ゲートゴルフ大会
和歌山県少年少女合唱団合同演奏会

奈良県明日香村
農村総合センター
文化センター

青少年センター
学事生涯学習室
生涯学習課

489-5909
495-9055
489-5915

30日（日） ９:00 ～ 紀美野町スポーツ少年団「お別れ」バレーボール大会 農村総合センター 生涯学習課 489-5915

11月

小規模事業者のための
パソコン研修のご案内

　紀美野町商工会では、小規模事業者のパソコン操作
習得を目的に、次のとおりパソコン研修会を開催いた
します。今回の研修では、日常営業上少しでもお役に
立つようにと、カリキュラムを設定しました。
　尚、研修には一人一台のノートパソコンを準備いた
します。
　受講希望者は、
　紀美野町商工会
　　（本所：TEL　489-3260・FAX　489-5627）
　　（支所：TEL　495-2188・FAX　495-3202）
　　までお申し込み下さい。

平成 20年 11月 11日（火）～ 14日（金）
午後 7時～ 9時
紀美野町商工会館本所 2階
Microsoft Excel（金銭出納帳）、
Microsoft Word（年賀状作成）、
インターネット、電子メール
1,000 円（テキスト代含む）
定員 15名になり次第締め切ります。

日 時

場 所
内 容

受 講 料
申込締切

「和歌山地場産フェア」開催！
　和歌山地域の地場産品を一堂に展示し、地場産品の
良さを広くPRするとともに、異業種間の交流を深め、
地場産業の活性化に寄与することを目的に、和歌山地
場産フェアを開催します。

・新製品・パネル等の展示
・体験コーナー
（保田紙の紙すき、漆器蒔絵及び桐の小
物作り）

・実演コーナー（パイル織物の再織の実演）
・地場産品即売会
入場無料。
この機会に伝統ある和歌山の地場産業を体
験して下さい。
平成 20年 11月 22日（土）～ 23日（日）
１０：００～１７：００
和歌山地域地場産業振興センター
（財）和歌山地域地場産業振興センター
〒 641-0012　和歌山市紀三井寺８５６番地
℡　073-447-3334（代）　担当　中村・松房

内 容

日 時

会 場
お問合せ先

　11 月、この季節朝夕気温がぐっと下がります。風邪など
ひかないよう健康管理には十分気をつけたいものです。
　１日から３日まで町文化祭が中央公民館と文化センター
で、また、16 日には農林商工まつり＆美里柿の市が文化セ
ンター・木の温もり広場で開かれます。皆さん、「芸術の秋」
「味覚の秋」を楽しんでください。

編 集 後 記 人の動き
総人口………… 11,348人
 　男　………… 5,275人
 　女　………… 6,073人
 世帯数………… 4,644世帯

（平成20年９月末現在）

紀美野町面積128.31km2



2
0
0
8
. 11
　
広
報
き
み
の
　
第
3
5
号

芝
崎
集
会
所
（
動
木
地
区
）
建
設
へ

芝
崎
集
会
所
（
動
木
地
区
）
建
設
へ

10
月
13
日
に
新
築
工
事
起
工
式

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
10
月
９

日
、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー

ト
ゴ
ル
フ
場
で
紀
美
野
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
（
ゲ
ー
ト
ゴ
ル

フ
部
）
主
催
の
第
３
回
ゲ
ー
ト

ゴ
ル
フ
部
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

が
開
か
れ
、
各
地
区
選
抜
の
72

名
の
方
々
が
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）（
数
字
は
ス
コ
ア
）

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
!!

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
!!

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ

【
男
性
の
部
】

　

優
勝　

萩　
　

圭
弘（
安
井
）44

　

２
位　

中
家　

忠
詞（
福
田
）47

　

３
位　

吉
田　

穎
弘（
毛
原
中
）47

【
女
性
の
部
】

　

優
勝　

福
岡　

規
子（
毛
原
中
）49

　

２
位　

弓
庭　

美
鶴（
毛
原
宮
）50

　

３
位　

妹
背　

ト
ミ
コ

（
神
野
市
場
）51上位入賞者の皆さん

　

去
る
10
月
13
日
、
芝
崎
集
会

所
新
築
工
事
の
起
工
式
が
、
関

係
者
が
集
ま
り
建
設
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

現
集
会
所
は
、
老
朽
化
が
激

し
い
う
え
に
非
常
に
狭
い
た

め
、
今
回
、
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
概
要
は
、
木
造
平
家

建
て
、
延
べ
床
面
積
85
・
22
㎡
。

事
業
費
は
、
約
２
，
１
１
０
万

円
で
来
年
２
月
末
完
成
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

起工式風景

　

10
月
７
日
、
製
薬
会
社
の
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
（
大
阪
市
）

の
社
員
約
１
０
０
人
と
地
元

住
民
が
初
生
谷
地
区
の
天
狗

岩
と
不
動
の
滝
周
辺
で
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
18
年
に
「
高

齢
化
す
る
村
を
応
援
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

毎
年
、
全
国
各
地
で
清
掃
活

動
な
ど
社
会
貢
献
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
紀
美
野
町
で

は
、
み
さ
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

園
、
生
石
高
原
に
続
い
て
３

度
目
と
な
り
ま
す
。

　

上
真
国
多
目
的
集
会
所
で

行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
寺

本
町
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
そ
の
後
、

参
加
者
は
11
班
に
分

か
れ
て
、
地
元
住
民

や
役
場
職
員
の
指
導

の
も
と
約
３
時
間
に

わ
た
り
、
雑
木
な
ど

の
伐
採
や
撤
去
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
終
了

後
、
同
集
会
所
で
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
社
員
の
皆

さ
ん
は
地
元
住
民
の
方
々
と

交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

不動の滝で雑木の撤去作業
をする参加者たち

「
天
狗
岩
」
と
「
不
動
の
滝
」
周
辺
で

清
掃
活
動

「
天
狗
岩
」
と
「
不
動
の
滝
」
周
辺
で

清
掃
活
動

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社

初生谷地区

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た

方
や
長
年
、
紀
美
野
町
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
表
彰
の
表
彰
式
が
10
月
13
日

（
祝
）、
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
わ
れ
、
４
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
奥 

博
一
さ
ん

　
「
２
０
０
７
国
際
ゴ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
」
走
り
幅
跳
び
の
部
で
優
勝

◎
笹
田
昇
吾
さ
ん

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
世
界
空
手
道

連
新
極
真
会
主
催
「
カ
ラ
テ
ド

リ
ー
ム
カ
ッ
プ
２
０
０
８
」
中

学
１
年
生
男
子
重
量
級
で
優
勝

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

◎
湯
上
健
太
さ
ん

　
「
第
60
回
和
歌
山
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
」
陸
上
競
技
の

部
男
子
共
通
円
盤
投
げ
で
優
勝

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
小
柳
賢
太
郎
さ
ん

　
「
第
29
回
全
国
少
年
少
女
躰

道
優
勝
大
会
」
男
子
法
形
競
技

小
学
低
学
年
の
部
で
準
優
勝
、

「
第
30
回
全
国
少
年
少
女
躰
道

優
勝
大
会
」
男
子
法
形
競
技
小

学
低
学
年
の
部
で
第
３
位

平
成
20
年
度

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
４
名
が
受
賞

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
４
名
が
受
賞

左より寺本町長、湯上さん、
奥さん、笹田さん、美野議長
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